
技師会の
診断参考

1.診断参考 レベルについて
皆様に先ず知つていただきたいことがありま
す。それは診断参考レベル(DRL)に ついてで
す。日本版診断参考レベルは6月 7日 に公表さ
れました。国内外の機関や専門家と協力して、医
療被ばくに関する様々な研究情報を収集し、こ
れらの情報をお互いに共有する組織として設立
された団体である医療被ばく研究情報ネット
ワーク(Japan Network for Research and
lnformation on Ⅳ墜dical Exposuresi jメ 下
J―RIMEと いう)からの公表です。

J―RIMEは2010年 3月 に設立され、放射線診
療におけるデータを収集し、我が国の医療被ば
くの実態把握を行うとともに他の先進諸国と同
等のわが国の事情に合致した医療被ばくの防
護体系を確立することを目的としています。この
たび参加団体が実施した実態調査の結果に基
づき様々な専門家が議論を行い、国際機関の専
門家の助言を得て日本版DRLが策定され、参
加した団体による承認を得て公表されました。
今後は、医療現場においてDRLの理解を進

めることが最も重要となります。DRLを最適化の
ツールとして使うには自施設の線量評価が無い
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と比較できないことは明らかです。
このホットな話題に対して放射線安全管理委

員会では9月 19日 の管理士セミナーにおいて日
本放射線公衆安全学会より諸澄邦彦監事の講義
を予定し皆様と見識を深めたいと考えています。
尚、DRLについては下記のJ― RIMEのサイト
(http://www.radher.jp/」―RIME/)よ リダウン
ロードが可能ですのでご一読下さるようお願い
いたします。

2.技師会の方向性について
平成27年 5月 23日 (平成26年度)第75回定

時社員総会が無事に終わりました。皆様に感謝
申し上げます。総会時にお話しした平成26年度
の秋田県公益認定等委員会による監査結果によ
り平成25年度決算の誤りが認められた事につ
いて、現在同委員会に対して措置状況報告書を
提出し、修正した決算報告書に対して理事会承
認後、会員の承認を得る必要があります。現在修
正作業を行っていますので準備ができてから承
認を得たいと考えていま丸
次に、総会で決められた重要な3点 について

報告させていただきます。
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先ず、診療放射線技師籍登録初年度内の新
入会員に対して入会金が免除されたことです。
この改正は平成27年 4月 1日 に遡って適用され
ます。入会にかかる負担が軽減されますので該
当される方に年度内の加入を勧めていただき
たいと思います。
第2点 は、満58歳 となる年度から会費が

3,000円 に減額されます。この改正は平成28年
4月 1日 からです。今まで定年を機に退会なさる
会員が多く、この改正によって経験豊富な会員
の意見を聞く機会が増えてほしいと考えていま
す。
第3点は、選挙規程廃止による役員等候補者

選出委員会規則についてです。要約すると役員
は選出委員会により選出されて理事会に提案さ
れることになり選挙が無くなったということで丸
以上重要な3点につきご留意ください。

次に、平成27年 6月 6日 に開催された公益社
団法人日本診療放射線技師会第76回 定時総
会に出席してきました。冒頭の挨拶で中澤会長
が話された3点について報告しま‐九
「第 1点は、国家試験委員会の副委員長や委
員長に診療放射線技師がなれるよう働きかけを
していくことについて、平成22年 に厚生労働省
に要望書を提出したときに受け取つてもらえな
かつたという経緯がある、平成23年 に全国27
大学の教育機関の実態調査を行つた結果、診
療放射線技師の中で教授が56%であった、博
士号を持つ教授もいる。国立大学にもいるとい
う調査結果を厚生労働省に提示したときに、平
成24年から国家試験問題の評価を行つてくだ
さいという結果に繋がつた。当面の目標は、国家
試験委員会の副委員長 (診療放射線技師)を増
やしてもらうことを要望している。最終的には診
療放射線技師の委員長を誕生させたい。引き続
きこの事業を行つていく。開かずの扉の一つを
開けたい。

第 2点 は,平成 22年より業務の実態調査を
行つた内容に基づいてグレーゾーンを法律の中
で仕事ができるという明確化を行つてきた。昨年、
第 186通常国会で医療・介護の一括法案が成立
して平成27年 4月 1日 より施行された。ところが

チーム医療推進会議で要望していたCTコ ロノグ
ラフィや乳がん検診、胃がん検診について未だ
に医師の立会が必要である。この開かずの扉も
改善していきたい。
第3点 は,臨床実習のあり方委員会の設置を

要望していく、大学3年時、4年時の学生が実習に
おいてX線スイッチを押せるように改善したい。
厚生労働省から昭和大学に実習見学に見えられ
た。その後、実態調査を行つて再度要望書を提出
してくださいということになつた。今年の4月 に実
態調査に基づいてもう一度要望書を提出した。
厚生労働省医事課長が変わつたため5月 に再度
要望を行った。結果として6月 中旬に開催される
全国の診療放射線技師養成機関会議に議題と
して上がることになつた。来年指定規則の抜本的
改正も含めて改正を行つていただくよう要望し
た。指定規則はまだまだ古い内容が多く、臨床実
習も中に入つているので臨床実習のあり方委員
会を設置していただき抜本的改正を要望してい

く。三つ目の開かずの扉を開けていきたい。
このように改革に3年かかるスピード感を早

めるためには立法府に対して働きかけることが
必要となる、会員には是非この点を理解していた
だきたい。」

最後の「理解していただきたい」の要望は来年
の参議院選挙では是非、診療放射線技師の議
員を誕生させ改革のスピードを加速させていき
たいということに他ならないと考えます。
皆様には、技師会活動に感心を寄せていただ

きご自愛下さいませ。
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賞労
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功1労1賞|を―受1賞||して

この度、放射線安全管理の功労者として功労
表彰を賜 りました。このような栄誉ある賞を拝
受し大変光栄に存じます。受賞にあた りご推薦
いただきました公益社団法人秋田県診療放射線
技師会会長、副会長ならびに理事の皆様方に心
より御礼申し上げます。
私は昭和 61年 に川崎市の関東労災病院に就

職したあと2医療機関に勤務し、平成 9年から
現在まで市立横手病院 (当 時、公立横手病院)

に勤務 してお ります。様々な特色を持つ医療施
設に勤務した知識と経験や諸先輩方のア ドバイ
スそして地元放射線技師会との関わりが現在の
私に活きていると感じております。
私は元来 CT等 のモダリティの研究に関心を

持ってお りましたが、医療被ばく低減施設の受
審が放射線安全管理に関わる契機 となります。
患者様から「検査を受けてよいのか心配です。
どうすればよいですか」と相談を受けた時、「少
ない放射線量なので、心配ありません」と、当
時の私のようにあいまいに答えている技師さん
も少な くないと思います。 しか しX線検査に
よる妊婦への不必要な堕胎、Lancet誌掲載の
Brenner論 文を契機とした医療被ばくの危険性
を論評する情報、さらには近年の福島第一原子
力発電所事故による環境汚染などから国民の放
射線への不安が増大して、シーベル トやグレイ
等の線量単位も認知されつつある昨今 「今の検
査は、どのくらいの線量ですか」と聞かれる事
はないでしょうか?被 ばく線量データの裏付け
を持って応えられないという事は患者様からの
信頼を失う事につながります。よって医療にお
ける放射線防護・管理は診療放射線技師にとっ
て避けて通れない責務だという自党を持つ事が

菫
=棟
手病院■法1花1堂■|■学

大切です。そういつた意味で日本診療放射線技
師会の事業である医療被ばく低減施設認定制度
は、医療を受けられる患者様へ安全・安心を提
供する施設としての認証になりますので、会員
の皆様のご施設においては受審の検討をお勧め
したいと存じます。私は今後も継続して 「でき
ることからやつてみよう」をモットーに、モダ
リティの線量評価、防護の最適化、医療被ばく
相談のスキル向上、ひいては医療被ばく低減施
設認定取得をテーマに会員の皆様のお力を借 り
ながら歩んで行きたいと考えております。
私の信念は常に疑間を持って業務に向き合う

事です。「なぜだろう」「どうすればよくなる
だろう」と考え、調べ、時には諸先輩に意見を
伺い業務に向き合う事は非常に大切な事と感じ
ています。疑間を持たない技師は与えられる仕
事をこなすだけであまり成長は望めません。特
に若い会員の皆さんには患者様により良い医療
サービスを提供する為に業務上の疑間を追求し
応用力や解決能力を養っていただきたいと思い
ます。そのためのツールとして診療放射線技印「
会における活動、また他施設の技師さんとの交
流から得る情報共有が非常に有益なものとなる
でしょう。
今回を機に残 りの技師人生を改めて見つめ直

す機会を与えていただきました。診療放射線技
師として自己の研鑽と諸先輩から受け継いだも
のを大切に、微力ながら後進の育成にもお役に
立たせていただきたいと考えております。
最後になりましたが、今日までご指導ご鞭撻

いただいた諸先輩方や諸先生方ならびに公益社
団法人秋田県診療放射線技師会の皆様、そして
職場の皆様に深く感謝申し上げます。
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この度は、学術功労賞をいたださ誠にあ

りがとうございました。この栄えある賞を
いただけたのは、職場の先輩方や後輩のご

指導、ご協力の賜物であり、心より感謝申
し上げます。また県北支部をはじめ県技師
会の皆様方には日頃から温かい叱咤激励を
いただき、恵まれた環境で仕事ができてい

る事を幸せに感じております。

私は、特に優れた才能や何かの分野を極
め続けるだけの執念を持ち合わせている人

間ではありません。故に、「地道な努力を
し続けない限り、成長し続けることも無い

」という事になります。それらを踏まえ、
私は日々の仕事の中で一つだけ目標を持つ

ようにしています。それは、「どんな些細

なことでも良いので仕事の質を高める方法
を、なるべ く固定観念にとらわれず考え続
け、実践すること」です。患者さんに対す
る挨拶をはじめとした職業人としての基本
的な接遇マナーと同じように、各検査の質

向上のために学術的な面から努力を積むこ

とは診療放射線技師として患者さんから診
療報酎‖をいただいている以上、ゃらなけれ

ばならないことであると考えます。学術的

な研究成果は、患者さんに対して直接的に

1颯1甲市民病院 鈴  木   準

響 くものばか りではあ りません。 しか し、

医師が診断を下す一つのツール として 自

分の提出画像は間接的に患者さんの役に立

ち、そこに至るためにした努力の積み重ね

は、重要な患者サービスにつながると信 じ

てお ります。

今回、身に余る賞をいただきましたが、

そこには 「さらなる自己研鑽 と、後進への

指導に励むこと」 というメッセージが込め

られていると自己解釈してお ります。とは

言え、これからも気負わず・焦らず、日々

遭遇する日前の課題と納得いくまで向き合
い続けていきたいと思います。それが、普

段から私を支えて くださつている全ての

方々への恩返しに繋がると信じて …・。こ

の度は、本当にありがとうございました。
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この度、公益社団法人秋田県診療放射線
技師会のご推薦をいただき、平成 27年度
総会にて学術功労賞を受賞いたしました。
数多くの諸先輩方がおられる中、私のよう
な未熟者がこのような賞をいただいて、大
変恐縮いたしております。
私は、平成 16年 3月 に大阪市にある近

畿医療技術専門学校を卒業し、平成 18年
10月 より秋田労災病院に勤務しておりま

す。秋田労災病院は非常に整形外科に恵ま
れている病院で、全常勤医師の約半数が整

形外科医師、病棟の約半分が整形外科病棟
となっております。私の所属している中央
放射線部では一般撮影からCT、 MRI、 透
視、骨密度測定、OP室業務までほぼすべ

ての業務を技師全員で行つています。私は
3年前に磁気共鳴専門技術者認定を運よく
取得することができました。認定取得の際
には豊嶋副会長や川又理事には大変お世話
になり感謝の気持ちでいっぱいです。現在
は整形外科分野のMHに ついて研究や実験
を行っております。年間約 4500件の MRI
検査を行つていますが、当然 MRIで も2/3
が整形外科関連の内容となりますので、さ
まざまな疾患を経験できます。整形外科の

先生方も非常に優しい方ばかりなので、私

の MRIの研究に対しての無理なお願いでも
快 く了承 していただき大変ありがたいです。

今後の目標ですが、2年後にせまった磁
気共鳴専門技術者認定更新時に上級磁気共
鳴専門技術者認定者となれるよう、整形外
科医師にお手伝いいただき、腰椎 MRIに 関
する症例報告を簡単に論文化し提出してい

きたいと思つております。
秋田県診療放射線技師会も公益社団法人

化され 2年がすぎました。諸先輩方のなみ
なみならぬご尽力のおかげで公益社団法人
がスタートしたことを肌で感じております。
今後も安定した法人運営を行つていくため
には、われわれ若い技師も積極的に技師会
のために頑張つてい くことが不可欠かと

思っております。微力ではありますが、技
師会発展のために、そして自らの知識・技
術向上のために今後も頑張つていきたいと

思っておりますので、今後もご指導のほど

よろしくお願いいたします。
このたびは、このような賞をいただき、

また貴重な経験をさせていただきありがと

うございました。

|■■|■||■■■||■||■|

警甲:|1彎1墨11澤||■■■■■■■■■|||■■●||:■ |■■■■|

学1術功労賞|を|1受1賞して
・哉
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学術功労賞|を受1賞 して

この度は、学術功労賞を表彰いただき誠

にありがとうございます。このような素晴

らしい賞を頂けたのは、秋田県技師会の皆

様及び職場スタ ッフのご指導・ご協力が

あつてのことであ り、深 く感謝 してお りま

す。私は診療放射線技師として 8年 目であ

り、まだ学術的な研究や発表が乏しいので、

秋田県診療放射線技師会の諸先輩方のよう

に学術功労賞に相応しい技師になれるよう、
一層技術研鑽に励み、熱意をもつて日々の

仕事に取 り組み、その結果を少 しで も社会

に貢献できるように努めていきたいと思い

ます。

私が平鹿総合病院に勤務 し始めたころと

比べ、最近は職場や県南支部に多 くの若い

技師が入 り、県南は若い陛代が増えてきて

いると感 じてい ます。県南支部 は、あ き

た県南 CT研究会や秋 田 MR intelligence
Seminar(AMRiS)な ど独自に研究会を立ち

上げ、県南各施設の有志の代表者が世話人

とな り、意見や知恵を出しながら研究会を

開催 しています。その甲斐あって回を重ね

るごとに、内容 も充実 し、参加人数 も増え

つつあり、若手を中心に活気付いています。

私自身両方の研究会の世話人を担当してい

平躍総合病院 阿  部    駿

るので、技師会の勉強会などで自分が学ん

できたことを活かし、県南技師の若手技師
にCT'MRIに もつと興味をもつて取 り組
んでもらい、日常の撮影技術向上に貢献で

きればいいと思います。そして、県学術大

会や東北放射線医療技術学術大会に県南か

ら多数の演題提出 。発表が行えるようがん

ばっていきたいと思います。

最後になりますが、今後とも皆様方の尚
一層のご指導とご鞭撻をお願い申し上げ、

お礼の言葉とさせていただきます。
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総徒咤揚蝙飩会等になな伊冬
ヽ
ヽ

当日は家族サービスに最良の好天で家族や恋人に
「こんな日に総会なんて…….Jと 愚痴をこぼされそうな
日であったこ今 可は総会とは別にセミナー「シミュレーシ
ョンソフトを用いた被ばく線量の推定セミナーJが行わ
れ、また別室でも放身f線機器等の展示コーナーを開1没

するなど、従来とは異なった事業も展開された。総会前に

表彰式が行われ4名 の会員が功労賞や学術功労賞を
受賞した。若い会員の受賞は当会の礎となる人材育成
の推進力になるものと思われる。後輩に期待したいもの
であるこ総会開催時間となると‖|,11数 の会員が会場を川!

めてくれた,会 長・日1会長はじめ理事は真摯な会員の姿
に安堵した思いがあった.

総会では先の行政立ち入り検査での指摘事項につい
ての報告があったD公益社団法人を取得してから経験
がまだ浅いこともあるが、今後は反省を元に会長を中′とヽ
に,I」f・ 監1ギ 等が運営等をキi:視 していくものとしたc'I千 業
報告・予算報告等の議案が承認され、会費規定の見直
し、昨年度まで行われてきた役員選挙の廃止案なども承
認された=

市立田沢湖病院  齊 藤 音冒 日青

次に元県技師会会長:矢嶋克己氏による「これからの

会員に期待すること」と題した講演が行われた。昭和の
バブル期中期から後期の長年にわたり秋田県放射線技
会の理事・会長をl・k任 し、当会を統括・牽引した大先輩
である.JART永 年勤続50年 表彰も受賞された矢1鳴氏
の人生は放射線技Ull会一筋とも言えるものであった。中
村元日本放射線技師会会長との出会いが自己の日標
を掲げさせることになり、時期尚早とも言われ懸念され
た本県での日本放射線技師全国学術大会の開催、そし
て他県の技印「会に先lllKけ、独|′ |の研修センターの設立、
東北での全1可 統一講習会の実施など大きな事業展開に

至ったいきさつゃ裏話を聞くことができたこ久しぶりにバ

イタリティあふれる“矢嶋節"を耳にし、「今もなお変わら
ぬ、矢 lFJ氏 は健全Jと 思った会員は、かなりの古い会員
であろうとも思われた.た だ、今総会で会場から各 i義案
に対し質 1町・意見等力]なかったlllに 対しては、寂しさを
感じる旨の発言があったが私も同感であったc

この後、日本診療放射線技師会理事 畦元将吾氏に
よる「診療放射線技師法改正への取り組みJと題しての

鰤 換タ

鬱會奮機it
露76回定時社晨機螢

平成27年度寧擁大1奎 1零鋳議機会

晰
勒

蒸
墓

=:
「 |註議|1洋

ｏ・・一』｝撃」

【
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特別講演があった。我々を取り巻く環境は医療機器の発
達ばかりでなく、総ての産業に示唆できる。中でも情報産
業はめまぐるしいものがある。情報端末が国内そして世
界に網羅される中、各組織・団体ばかりか個人すらもホ
ームベージを構築し情報を提供し、共有と活用が互い

に行われるH寺代である。医療においては医師中心の医
療体制は見直され、現在は思者さん中心に医療が行わ
れるチーム医療体制に変革がなされ久しい昨今である。
さて我々診療放射線技師の立ち位置はどうであろう

かc氏によれば「チーム医療Jと検索すると各種医療機関
の大半のホームページの中に診療放射線技削iは表記
されてないという。患者さん・医師・看護師は当然記載、
そして薬剤師・理学療法士・管理栄養十…・などが記載
されている中にあって、我々は記載されずチームの一員
とは紹介されていない事実があるという。国会中継でも
本米なら診療放身l線技師と表現しなければならない時

も臨床検査技師と呼称されることもあった。日本診療放
射線技師会はじめ各県技師会は「国民から見える診療
放射線技師」をかかげ事業展開し、今日に至つていたわ
けであるが、国民に認知されているとは到底言い難い。
更に努力しなければならないわけである=そ れには、先

ずは「診療放射線技師というflf事をしている人がいる」こ
の事実を知ってもらいましようと言うc「国民に知ってもら

うこ政治家に知ってもらう。Jそ して現在の不合理な状況
を改善しなくてはならない。そのためにも法改正が必要
である。「数は力なり」法改正のためにも数は必要な事で

ある。と締めくくった。国政に身を投じていく長身の畦元

氏の丁寧な語り目調が印象的であつた。応援していきた
いものであるc

その後は学術大会第一日目に入り、今後当会を背負
っていく若い会員や現在伸び盛りの会員の多くの発表
を開くことができた。会場を移しての1青報交換会も盛会
で実りの多い時間であった。

‐Jt,4‐11響
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平成27年度
学術大会,学術講演会報告 市立秋田総合病院■石 塚 康 裕

平成27年 5月 23日 (111)、 241J(LI)の 2日 間、にぎ
わい交流館AUの 多目的ホールにて平成27年度(公
社)秋 田県診療放射線技 削i会学術大会並びに学術
講演会が開催されました1会員発表の演題数が多く、■|
特別講演後に10題、翌日に18題と昨年同様2日 間
にわたつての計28題の発表となりました。
学術大会は各セッションとも演者の熱意が伝わつ
てくる発表ばかりで、またその熱意に応えるよう会場
からも多くの質問がなされ、非常に自熱した質疑応
答が繰り広げられました

=昨
今の被ばくに対しての世

間の関心の高まりを受けてか、被ばく管理のセッショ
ンで3題発表があつたのが印象的でした。
学術大会終 i′ 後には第一i二 共株式会社と共催の
ランチョンセミナーがあり、造影斉1に 関する情報提供
が行われました。   ■
その後の特別請演では金沢大学量子医療技術学

講座教授の市川勝弘先生から『CTに 求められる画
質と対応する線量Jと 題した講演の中で、画質評価に
ついて詳細に語って頂きました。先■1が使用されてい
たCT画像計湖1プログラムの「CTmeasure」 は自分
で実験を行う際に非常1こ 役立つのではないかと思
われます。     ‐

盛況のうちに終了した2日 間は、来年度以降の学
術大会のさらなる発展を予感させるものとなりまし
たc

趣澤‐苺‐警1華 澤 肇 警 饉 麟 零 鸞1肇 1筆 1鸞 ‐響・攣1筆1鷲1畢 1苺●韓.響 .弩 ‐響,澤‐警 饉苺 鸞‐羅 壁 零鷲 警 警 警 撃 軽‐響1撃1肇 1澪 撃1鸞 1鸞 1警 1警1鸞 1肇‐苺‐舞‐簗綱輌景構鸞鸞‐鸞1争 1尋 1澤 1帯 1鸞 1暑 1響 1警 1鸞1鸞 1驚 1撃 1書 尋書鵞警磯鸞鷲議警警書。

瘍 機器展示が開催されました |1爾

平成27イ115月 231¬ ([1)から24日 (FI)の 211
にわたって、エリアなかいちにおいて、機器展示が
開催されました。
各メーカーさんのご協力のおかげQ大 盛況であ

つたと思います。秋田としては県で開催することは、
記憶にない試みでありましたが、成功裏に終わって
何よりです。
足り|:、 来年も開催されることを期待いたしまt

烙
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シミュレーションソフトを用いた
被ばく線量の推定セミナーに参加して

雄勝中央病院 イヂ 藤 矢ロ イテ

5月 23日 秋田県診療放FFl線技師会総会および学術人
会に併設して行われました、シミュレーションソフトを用い

た被ばく線量の推定セミナーに参加させていただきまし

た。

我々診療放lll線 技師Fは一般撮影等の検査を行う際、診

断に適した画質を担保すると同時に患者への被ばくにも

十分配慮する必要があります。一般撮影系における患者

被ばくの指標として入射表面線量や臓器 (等 価)線量、実

効線量がありますが、これらを測定するためには電離箱

線lit計 や 1`1導 体検出器、ランドファントム等が必要となり

ますこしかしこれらをllh‐ Iい している施設は限られており、直

接測定できない場合はPCプログラムによる線量推定ソフ
トを使用することで上記の値を計算で求めることができま

すc本セミナーでは最初にシミュレーションソフトを用いる

場合に必要な知1識や線≒tデータの活用法についての‖|

演があり、その後PCXMCや EPDと いったシミュレーショ
ンソフトを受講者一人ひとりが操作し線量を計算しまし

た3

当院には線量計がないため入身l表 面線量等を計測す
ることはできませんでしたが今回シミュレーションソフトを

使サ|]することで具体的な数111と して測定することができま

した=ま た測定した数値と線1豪 の低減目標値とを比較する

と、当院の撮影条件では骨盤計淑1などいくつかの撮影条

件において低減 目標値を超えていました。シミュレーショ

ンによる推定iLlで あることと装置の性能も関係するため

過線 量であるとは,言 いり」れませんが、撮影条件の「j検 iiJ

が必要なのではと感じました。

また線量データの情報開示のひとつとして被ばく相談
についての講演があり、相談を受けるうえでの姿勢態度や

応対の方法、相談を受ける上で必要となる知識について

説llHが ありました.被 ばく相談のゴールは安易に大丈夫だ

と納11さ せることではなく、11:確 な知識やデータを提示し

患者様 自身が事実を受け入れ不安を解消されることで

九 近年診断領域における医療被ばくへの関心が高まって

きており、実際に検査を受けられる患者様からも被ばくに

対する不安を聞く事があります。少しでも検査に対して不

安や疑llが ないよう、‖1淡 の姿勢や応対の 11人 、説|サ lを

する際の提 /」 N資や|の準備などが必要だと感じましたこ

今1口 1本セミナーを受講して、撮影条件や防護の最適化に

ついて改めて考える機会となりましたc今後もより良い放

射線画像の提供と、患者様に優しい安全な検査を目指し

て日々の業務にI反 り組んでいきたいと思います.
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マネジメント研修会に参加して
市立田沢湖病院 齊 藤 龍 晴

ここ数年、この研修会には、技師長・高1オ支師長・主任と

いつた比較的年配会員の参加が中心であったように思

う=しかし今回は、研修内容が法・規則等の改定のため、

イ「い会員の参力|が大変多く、盛況であった_

1り
「修では油i洩線量の算定評価法の改定川知も目的の

ひとつであったら改定された詳細のみならずl lf故 改定が

なされたかを現在行政機関で勤務する沼田理事より」^寧

に説明されたこ各病院では、医療法第25条第 1項の規定
により年 1[]程 1虹保健]サiの 立入検 141t(医 オ4〔 監社1)を 受け

る.立ち会いを体験した会員ならばに|に 出さずとも、快い

自J象をもっている方は少ないように思われる[放射線施設

における漏洩線量瀬1定の他にも装置の届け出や装置使

用時間、個人被曝線量沢1定 、放「」l線教育=放身1線関連以

外にも感染対策実施状況など、もろもろの事項が検fi対

象となる.私 自身デキい経験があるため現在も身構えて検

査に立ち会っている状況である。沼田」里事の∴立ノ、検査を

嫌わないで、協力を…・"と いう言葉は印象的であった]今

後は、研修で得た知識を活用していきたいと考えている
=

もうひとつの側i修 目的である放身寸化物の取り扱いについ

ては、同理事の他に加速装置メーカーの松波専門員や、

各医療機関で実際に加速装置に携わり、放身1化物を保

管・廃棄した荒川会員及び塩谷会員から発表があった。

近年、悪性腫瘍等に対する放射線治療は脚光をあびて

身近な治療法になつてきている。しかし、県内で実施して

いる施設は決して多いとはいえない。放射線治療に生涯

携わることのない会員もいる.私 もその中のひとりであるc
こ放射 fヒ 物・という言葉さえ新しい定義であるJ加 速装置

による金lri,Fの 放身1化 は放lll線 物llで教わり知1識として

はあつたが、力1速装1置 を持つている施設の会llはとにかく

大変であるということを感じたc加速装置の選定の際に診

療放射線技師は放射線科医と共に強く関与するが、設置
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作業に関しては当該業者が中心となり行われるものであ

ると認識していた。そのため放射化物の管理からは距離

を置く存在と考えていた。まして加速装置の廃棄や更新で

頭を悩ますことなどそれほどあるまいとも思つていた。だが

今回の改定により、総てを業者任せには出来哄 むしろ総

てを管理責任のある技師が中心になつて行わなければな

らないように思われた。放射化され放射能になつたター

ゲット等のリストアップ・放射線測定・放射能換算。アソト
ープ協会への廃棄手続き。引き渡しなど。他の放射線科業

務をしながらこのような順序立てた業務を実施した会員

には頭の下がる思いである。今後、放射線治療に携わる

会員にとっては、どれも非常に有意義な発表であつたと思

う。

今回の研修を発案された平川理事、そして数十枚にも

のぼる資料スライドを作成され、今日の研修のために準

備し、発表された理事。会員・メーカー専門員の方々に感

謝を申し上げたい。

基礎講座(消化管)講習会に参加して
平鹿総合病院 高 橋 敬 太

平成27年 1月 24日 土曜日、秋田県立脳血管研究セン

ターにおいて(公社)秋 田県診療放射線技師会基礎講座

(消化管)講習会が行われました。皆様多忙な折、参加人

数は24名 でした。講習会の内容は、消化管撮影・X線撮影
装置の基礎知識や被ばく管理、読影・レポーティングなど

消化管に対する全てでした。

特に印象に残った講義として、市立横手病院の法花堂

学さんが被ばく管理について発表されました。受診者から

被ばく相談を受けた場合に臨機応変に対応できるように、

各モダリティの被ばく線量を把握する必要があると考えま

した。伏見製薬株式会社営業企画部の竹内修平さんは、

造影剤・鎮痺剤・下剤について発表されました。自施設で

は胃透視の検査準備は、ほぼ看護師が行つている為、今

回の講義でバリウムを誤喋した場合の処置について詳し

く学ぶことができました。北秋田市民病院の鈴木準さんは

読影・レポーティングについて発表されました。撮影中異

常所見に気付いた時は、積極的に追加撮影をして読影を

容易にしたり、撮影した画像についての異常所見をレ

ポートにして読影医に情報提供するなど、読影の補助を意

識したいと考えました。平鹿総合病院の大坂庄一郎さん

は受診者管理について発表されました。胃がん検診の検

査法は、胃X線検査の他に「胃内視鏡検査・ペプシノゲン
検査。ヘリコバクターピロリ抗体検査」があり、その中でも

胃X線検査だけが推奨グレードBと されています。より正確
な胃X線検査を行えるように胃の解剖や、胃癌の肉眼的・

組織型分類を知つておく必要があると考えました。また、胃

X線検査の精度向上には患者さんとのコミュニケーショ
ンが不可欠です。患者さんの不安や緊張を取り除いてあ

げられるような患者接遇を身に付けることが、何よりも消

化管撮影の精度向上に繋がるのではないかと考えまし

た。

今回の講習会では消化管撮影の基礎や被ばく管理、読

影・レポーティングなど、よリー層知識を増やすことができ

ました。この知識をこれからの臨床の場で活かし、消化管

撮影の精度向上に努めていきたいと思います。



AARtt NEWS 秋放技ニュース 通巻63 (13)

フレッシャーズセミナーに参加して

4月 25口 に秋田県立脳血管研究センターにて
行われた、平成27年 度フレッシャーズ・リフレッ
シャーズセミナーに参加しました。
)li Hは、医療人としてのエチケットマナー・医療

コミュニケーションといった働く上で基本となるこ
とを始めとし、消化器系の病気の理解の基礎、診療
放射線技師会の役割・被ばく低減について、医療
の安全管理について学ばせて1頁 きました。診療放
射線技mi会の役割についてのお話では、技師法改
正に伴い今後技師として必要とされるスキルにつ
いても再確認することができました。
特に考えさせられたのは、医療コミュニケーショ

ンについてのお話でした。患者様から接遇等につ
いてクレームがあった際には、言いづらい事を高っ
てくださってありがたい、という気持ちを第一に持
ち、また決して一人で解決しようとしないことが重要
ということでした。患者様の立場からすれ|ミ 弱って
いる時に訪れた病院にクレームを言うことは非常
に緊張することであり、またその内容は病院側の人
間では気付けない事が多くあります。わざわざ言わ
なくても良いことを言ってくださったことに感謝し、

雄勝中央病院 武 田 育 子

その問題点を個人で消化せず、組織単位で把握
し、改善することで患者様に還元することが大切な
のだと思いました。
また、インシデントが最も多いのは働き始めた年

の7月 から、という報告にあったように、慣れてきた
つもりの頃の気のゆるみで重大な事故を引き起こ
す可能性を′いに留めておきたいですc少しずつ仕
事を一人で任されることが増えてきた今の時期か
られ|1断せずに、インシデントになりかねない点は見
つけ次第すぐ潰すよう心掛は 事故を木然に防ぐ努
力をしようと思いました。
消化器系の病気の理解のテーマでは臨床の画

像を見ながら種々の病気について基礎から教えて
いただきました。抜けていることや、知らないことが
多くあり、解音J・ 病理について自分の知識の浅さを
痛感しました。教えていただいたことも含め、勉強し
なおし、臨床に生かしたいです。
ほかにも今後役に立つであろうことを多く教えて

いただき、非常に勉強になるセミナーでした。今回
学んだことを最大限に活かし、より良い技師を目指
し邁進したいと思いま丸
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秋田大学医学音5附属病院  高 橋 俊 吾

医療従事者として働くこと

診療放射線技師としての仕事を始めてからおよ
そ1か 月がたった4月 25日 、平成27年度フレッ
シャーズ・リフレッシャーズセミナーが催されまし
た。私は医療従事者・放射線技師としての立ち振る

舞いについて学び、今後の業務においてよりよい医
療を提供していきたいという思いから今卜|の セミ

ナーヘの参加を決めました。セミナーでは医療人と
してのマナー・コミュニケーション、技師会の役害1、
1矢療の安全竹llll、 消化器系疾患の理解についての

講演を聴かせていただきましたc

医療を提供するにあたって患者さん、あるいは

他の医療スタッフとの円滑なコミュニケーションを
とつていかなければならないということを最も重要
な事柄であると意識し、学生時代からそれを身に
つけるべく学んできました。ところが実際に働いて
みると自分の言葉足らずな部分があり、上手くコ
ミュニケーションがとれずに苦戦をするというよう
な場面もこの期間でありましたご今「 |の講演を聴
き、自分に当てはめながらどういつた会話や振る舞
いをしていくべきであるのかということを改めて学
ぶことが出来ました。また、技師法の改正に伴つて、
造影斉Jの 血管内投与および下部消化管検査にお
ける業務範囲の拡大などについての話も伺いまし
た。技師が行える範囲の拡大により他職種の負担
を少しでも低減あるいは効率化ができるのであれ
ば是非とも貢献していきたいと考えます。ですがそ
れらに対する知識がない状態でその行為を行つて
もインシデントにつながりかねない結果となるよう
にも感じるのですべての業務を行う際にはしっかり
とした知識を身につけ、患者さんや装置の安全を

確かめたうえでインシデントの発生が無いように

努めていきたいと感じました。消化器系疾患につい

ての講演では原因や機序・症状といつた知識に加
え、放射線診療における画像所見などでも知ること
が出来ました。自分で覚えきれていないあるいは知
らなかった疾患についてお話を聞くことができ、今

後は消化器疾患をはじめ、多くの疾患について勉
強していくことにも励んでいきたいと思いました。
秋Hl県 を医療で支えていく立場となり、患者さま

へ適切な医療技術を提供していくことに加えて、秋
田県診療放射線技師会や大きな規模で行われて
いる講演会・学術大会等を通して学んでいくことで

自身を高め、秋田県に貢献していきたいという気持
ちを強く持つ結果となつたセミナーでした。
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母 の 日 キ ャ ン ペ ー ン

母の日キャンペーンに参加して
能イt厚生医療センター 赤 石 莉 佳

今回の |サ の ロキャンペーンに参加してみて、
人々の乳がん検診への1美1心のあり方がよく見えた
と思いますt今 LIは リーフレットやティッシュを配り
ながら検診の実施を促すという方法でしたが、その
中で毎年検診を受けていると答えてくださつた方も
何人かいました。また女性だけではなく男性にも、
身近な女性へ勧めてくださいとメイを掛けたところ、
快く受け取ってくださる方が多くいました=程、が思っ
ていた以上に乳がん検診への関心が高まっている
と感じました。
検診は関心を持つだけでなく、実際に行つてこそ

意味があります。しかしそのためにより多くの人が
月心を持つことは重要なことです=年齢を||‖ わず、
女性はもちろんりjl半卜にも関心を持つてもらうことが
できれば、より検診を受けやすい環境づくりにもつ
ながると思います。そのため、これからもこのような
キャンペーンには積極的に参加していきたいで丸

平成27年5月 10日
母の日キヤンペーン

参 加 者 名 簿

F`成27年5月 10Hに 秋||1市駅前アゴラ広場で
|;H lllさ れた1寸 のロキャンペーンに参加してきまし
た。
当日は小 Tlが降る肌寒い中でしたが休日という

こともあり、駅前を通りかかるたくさんの人たちに乳
がん検診を啓発するためのバンフレットの配布が
できました[一 人でも多くの方々に検診について考
えてもらうきつかけになれたことを、嬉しく思っていま
丸
今回のキャンペーンは31回 日ということで、長

い間、乳がん検診の大切さを伝えてきていますcマ
ンモグラフィーの撮影を行つている側として、今後
さらに検li多 の受|:多 率の向 11を 目指して、米イ11も たく
さんの人に検診を啓発できればと思っています=

秋田県総合保健事業団 :藤丼 1真紀/かづの厚生病院 :鈴本力)な み
能代厚生医療センター :後藤・ 愛李・赤石 莉佳    ‐|■
秋田厚生医療センター i佐々木香純/秋田赤十字病院 :佐々本美絵・関谷 干春
由利組合総合病院 :高橋 孝枝/秋田県立脳血管研究センター i大阪 肇
秋田赤十字病院附属あきた健康管理センター :小松 義明

母の日キャンペーンに参カロして
能イt厚生医療センター 後 藤 愛 李

針・‐j』

“
■

，
・
建
一　
・や

静



(16) AARtt NEWS 秋放技ニュース 通巻63

MobileCTと言う名前を初めて耳にされる方
もいらっしゃるかと思います。これは移動型CT搭
載車のことです。今回、既設CT装置修理作業に
伴い、使用する機会がありましたのでその時の
経験などをお話ししたいと思いま‐九
まま 搭載車の概要ですが、車両は長さ9.5

m、 幅2.5m、 高さ3.8m、 重量20ト ンほどになり
ます。ちょうど大型の長距離トラックを想像して頂
ければ良いかと思います。搭載されていた装置
はシーメンス社製のEmotion1 6で す。発電機も
搭載されており、外部からの電源供給はいっさ
い必要ありませんでした。
撮影室は構造上十分な広さとは言えま 入口か
らガントリーまでの奥行きは3m、 寝台から壁ま
ではlmと ストレッチャーがかろうじて1台入る
程度でした。これにコダック社製のドライイメー
ジャーと、根本杏林堂製のインジェクターが設
置されております。操作室は1.5m四 方ほどQコ
ンソールやモニタなどが非常にコンパクトに配
置されておりました。
装置の使用にあたり、移動型という性質上、

保健所への手続き等で不明な点が多々ありまし
た。レンタル会社の担当者からは、変更許可及
び使用許可申請に対する保健所の対応は地域
によってまちまちであり、すぐに許可が下りるか分
からないと伺いました。車両の到着が休日であ
り、保健所への手続きは翌 日となりました。その
過程Q病 院長からも事情を説明して頂き、その
後すぐに申請書類を作成して提出しております。
こちらの事情等を考慮して頂く事が出来、当日

市立角館総合病院 カロ  ココ

の夕方には使用許可が出て撮影が可能となり、
内心ほっと胸をなでおろしました。
撮影を始めるにあたっては、装置メーカーも

違い操作方法を一から覚えなければなりません
でした。まして、当直業務の関係で全員が早急に
覚える必要があり、業務終了後も遅くまで残つて
対応しました。それ以外にも駐車スペースの確
保や患者さんの待合場所、救急機材及び薬品
の保管場所等の設置においても問題が山積み
でした。
そんな中、どうにもならない事もありました。そ

れは患者 さんの移動距離が普段より数倍長く
なってしまったこと、廊下に設けた臨時の待合場
所の照明に問題がありうす晴かったこと、暖房
器具の不備により寒さ対策が十分でなかった事
などです。患者さんからは「少々の事は我慢する
しかないですね、早く直ればいいですね」という
言葉なども頂き、逆にこちらを気遣つてもらいまし
た。
撮影室への入退室は階段と昇降式リフトでの
方法がありましたが、階段は狭くて傾斜がきつ
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かつたことから、患者さんの安全等を考慮してす
べて昇降式リフトを利用しました。玄関からリフ
トまでの通路には段差も数箇所あり、その為に
スロープを設けたり、雨対策としてテントを張つ
たり、風除け用のシートを掛けたりもしました。そ
んな中、台風の通過に伴い雨や風の強い日が
あり、シートがはがれ、テントが飛ばされそうに
なるなどのアクシデントにも見舞われ、一時はど
うなるかとハラハラドキドキでした。
搭載されている発電機は連続運転に問題が

あり、1日 3時間程度の体止時間が必要でした。
その為、救急対応に支障が少ない深夜
の12時以降にエンジンを切る事にしました。街
灯もなく暗闇での作業となり、懐中電灯を片手
に鍵の操作をしなければなら「八雨の日は傘を
差すことさえ出来ず大変な目に合ってしまいまし
た。
撮影の方は通常通りいか嗅 部屋の構造上、

介助で入室 出来 る人数 も限られ、ス トレッ
チャーや車椅子を利用しての移動には不便を
感じました。それにガントリー奥側への移動が
出来ない為に、造影検査時の体位は腕を下す
方法をとるしかありませんでした。また、救急用
器材や薬品等を常備する事が出来哄 急変時の
対応に問題が生じる可能性もあり、造影検査や
救急患者の受け入れに影響が出てしまいまし
た。装置の性能上、撮影条件に制限が出たり、画
像処理系においても簡易的な機能だけQ3D
画像処理は既存のワークステーションにデータ
を移行しての作業となりました。結果、この期間
の検査件数は通常の3割弱となつています。
使用時間が昼夜を問わず長時間に及んだ事

により、住民の方から「音がうるさい、排気ガスで
臭い」などの苦情の電話も受けました。その都度
対応して頂いた事務員の方には大変不快な思
いをさせてしまいました。今後また利用する機会
があるかもしれませんが、その時には今回の教

訓を生かして周りに御迷惑をかける事が無いよ
う運用出来ればと思いますЭ
l週間の使用期間でしたが、スタッフの頑張

りと迅速に対応してくれた病院関係者の方々の
協力の下、患者さんへの負担も最小限に抑える
ことが出来たと思っております。
また、医療法に基づく手続き等で色々と相談

に乗つて頂いた秋田市保健所の沼田さんにはこ
の場を借りてお礼申し上げま‐九
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中国（
〈一蚕 1毒‐華辰 【会員数】 364名 (正会員335名、名誉会員2名、賛助会員:27社 )

県北支部:92名、中央支部:167名、県南支部:78名

.●|■ |||||■. ~~~~‐ ~

IヽⅢⅢⅢI驚  口A晨丁電 ゞ 鷲 鹸 刊 レ会員魏 のお劇

(平成27年 6月 28日 現在)

現在、登録者数は約50%と 、伸び悩んでいます。すでに、
ペーバーレス化が進み、紙面での通知は限定されてきてい
ま魂 当技B軍 会から会員の皆様 、́の連絡を迅速かつ広くお
l「 えするために、メール会員の登1尿 をお願いいたします)施
設単位ではなく、会員個々の登録となりま魂 携帯メールで
の登録も可能です。登録者数を80%まで弓き上げるため
に、登録をお願いいたしま魂

登録先メール ; akita@a art.lp
「メール会員登録希望Jと記載してください。

メール会員数:登録件数は193件

豪 |ヽ1撃 今年のピンクリボンキャンペーンの
開催日が決定しました!

●平成27年9月 26日 土曜日
●アルヴェ1階きらめき広場にて
女性会員はもちろん男性会員もふるつてこ参力0ください|

開催時間、内容等詳細につきましては改めてこ案内いたしま或
|

■秋田も平年よリー週間以上遅れて梅雨に入りました。梅 |
梅雨入りしたとはいえ、ほとんど雨が降らず異常な高温が
続いています。この後、豪雨でも待つているのかもしれま
せん。それにしても最近のグリラ豪雨に象徴される異常
気象はやはり地球温暖化の影響なのでしようか。人間が
自分の住む環境を破壊して住みにくくしている様は愚か
なこととしか思えません。かつての日本もそうでしたが、
自国や己の利益のみ優先して世界の一員であることを認
識せず暴走していては、地球環境が守られることはない
でしよう。私達の何代目か後の子孫が、生きていけないよ
うな地球環境に直面していないことを願います。 (沼田)

■いよいよ夏本番、暑さも本格的になつてまいりました。元
嫌々いではなかつたのですが、最近キヤンプに嵌りはじめ
ました。でもガンガン気合を入れて行けるわけでもなく、
インターネットでアウトドアグッズを見て密かに楽しんで
おりま硯 それでも今年は夏の家族旅行をキャンプにして
、大曲の花火に行こうと思いま丸 今回ハンモックを購入
したので、のんびりしながら、尚且つ父親の威厳を見せつ
つも家族サービスができると目論んでおります。あとは雨
が降らないことを祈るのみですね。どうか神様よろしくお
願いしますD (岩根)

30。 50年勤続表彰
対象者のお知らせ]

」∧R丁では、表彰規定において会員の永年(30年 、50年 )

勤続を表彰するとされておりま魂 その要件は
■診摩放射線技師籍登録後、放射線技師業務に30年以上
(あるいは50年以上)従事した会員

21」A風丁入会15年以上の会員
lol本 年度まで会費の未納がない会員
■150年勤続表彰該当者は30年勤続表彰を受けた会員
となつておりま硯
本県では、毎年秋頃、」ARTからの推薦依頼の要請を受け
該当される会員の当様にはがきや直接電話にてこ案内して
おりました。本年も同様にご案内いたしますので、該当され
る会員は県技師会HP「会員の皆様へ」「各種申請ダウン
□―ド:よ り「表彰関係(履歴書)」 をダウンロードし、こ記入
の上こ準備いただけますようよろしくお願いいたします
なお、今年度推薦を希望された方で、」ART表彰委員会に
て受理された方は来年度開催されます学術大会にて表彰
されま魂 当日、出席できない方には賞状が郵送される予定
です。また、つまで該当者でありながら推薦を希望されな
かつた方でも要件を満たす方は推薦いたしま魂

‖
■2015年『夏J、 いよいよお祭リシーズン到来ですね、鹿角
の祭りと言えば、数ある中でも、やはり日本三大囃子の一
つに数えられている『花輪ばやし』(国指定重要無形民俗
文化員オ)で しようか。毎年8月 19・ 20日 に行われていま硯
」R花輪線鹿角花輪駅前の広場に屋台が集まつて、囃子を
競う駅前行事はまさに圧巻です。今年は両日とも平日で
すが、是非 1鹿角の夏を満喫しにいらしてください。(湯瀬)

■カープ黒田の日本復帰が「男気」として話題になつた。オ
ールスターでフアン投票1位。支持する人が多いのが伺え
る。何のために、誰のために、仕事をするのか。今、黒田は
体現している。どんな状況においても、そして我々の仕事
にも当てはまる事。人それぞれだが、確固たる信念を持つ
て、男気のある仕事をして行きたい。梅雨の季節に鬱陶し
い奴ですいません。 (大村)

■体力維持のためジョギングをやつておりましたが、膝の調
子が良くないので自転車 (ロ ードバイク)を始めてみまし
た。膝に負荷がかからないのは良いですが、慣れていない
ため尻が痛いです。道具をいろいろと揃えたので飽きらか
さずにやつていこうと思いますDモチベーション維持のた
め、小さな大会への出場を検討中。 (本村)

■趣味とぼけ防止 ?のためペーパークラフトの作成に没頭
しておりま魂 先日は実寸大のライフルを作成しました。な
かなかの出来映えでかなリリアルでありました。無料でダ
ウンロードできるものもたくさんあり簡単なものから本
当に紙なの ?と思うほどリアルなものまでありま丸 放射
線科の受付にも最近動物のペーバークラフトを作成し置
いていま硯 患者受けもよく定期的に作成し交換していま
す。今はセキセイインコが患者様をお迎えしています。み
なさまの受付にもいかがですか。花のクラフトもありまし

■この度のLAT丁∪DEか ら、本格的に原稿依頼をさせて頂
きました。当該理事の方々、広報委員の方々、原稿をくださ
つた方々には心から感謝申し上しずま視 広報委員になリー
年、恥ずかしながら初めて、それなりのデジタルカメラを
購入いたしました。ところが、撮つてビックリ。使い方が悪
い(腕が悪い)の かデジカメの性能が悪いのか、撮つた写
真はピンポケばかり… 。とりあえずは皆様、腕が上がる
までご辛抱下さいませ。1宛 、上がらなかつたりして… とほほ。

たよ。 (佐 々本)

(田 村)


